
平成 27 年度事業報告 

（平成 28 年 6 月 8 日） 

 

１．会議 

   ①理事会 

      第 1 回理事会 4 月 2 日（木） 9 時～10 時 帝国ホテル東京「パークサイドダイナー」 

      第 2 回理事会 6 月 1 日（月） 10 時半～14 時 国立新美術館 3 階 

②総会 

      第１回総会 6 月 1 日（月） 10 時半～14 時 国立新美術館 3 階 

 

２．事業活動 

① 掬の旅会「10 月、益子の美を掬う旅」 

日時：平成 27 年 10 月 2 日（金） 9 時～18 時 

場所：濱田庄司記念益子参考館 

講師：濱田友緒（濱田窯代表・陶芸家）  

コーディネーター：坂井基樹（坂井編集企画事務所） 

参加者：15 名 参加費：10,000 円 

② 工芸旦那衆の会 

A．「継承を寿ぐ・学ぶ」 

ガラス：石田知史・亘・石田征希 

陶芸家：叶 松谷・叶 具夫 

漆芸家：室瀬和美・室瀬智弥 

アドバイザー：小林 忠 

呈茶：宇田川宗光（宗和流） 

空間：日置拓人（建築家）・和合廣明（茅葺職人）・坂井基樹（坂井編集企画事務所） 

点心：銀座あさみ 

日時：12 月 20 日 11 時～1 時 

場所：五島美術館 別館講堂棟 1 階＋2 階 

参加者：24 名 

参加費：5,000 円 

B.「特注ナイフ・フォークレスト」制作・頒布 （一作家 2 点一組） 

    つくり手：石田知史（ガラス）・叶 松谷（陶芸）・室瀬和美+智弥（漆） 

 ③ 21 世紀鷹峯フォーラム 第 1 回 in 京都 

A.全体連携会議等 

・6 月 1 日 国立新美術館 10 時半～14 時 55 名   

・7 月 7 日 京都国立近代美術館講堂 17 時～18 時 52 名 



・9 月 2 日 京都国立近代美術館講堂 14 時～16 時 19 名（広報戦略会議） 

・11 月 20 日 京都国立近代美術館講堂 13 時半～14 時半 27 名 

・平成 28 年 1 月 8 日 女子美術大学会議室 10 時から 12 時 10 機関 23 名 

・1 月 19 日 女子美術大学会議室 10 時から 12 時 9 機関 24 名 

B. 「絶滅危惧の素材と道具」 

・会議：7 月 10 日 8 時～12 時 京都大学総合博物館会議室 ６名 

     9 月 1 日 13 時～１６時 京都国立近代美術館会議室１２名 

     11 月 18 日 13 時～１６時 京都国立近代美術館会議室 ９名 

・トークイベント：12 月４日（金） 17 時半～20 時 

大学コンソーシアム京都キャンパスプラザ京都 4 階第 2 会議室 

共催：京都造形芸術大学 102 名 

  パネリスト：青木芳昭（京都造形芸術大学美術工芸学科教授） 

   近藤都代子（文化庁文化財部伝統文化課主任文化財調査官） 

   塩瀬隆之（京都大学総合博物館准教授） 

   佐藤敬二（京都精華大学教授） 

   坂井基樹（坂井編集企画事務所代表） 

C.「つくるフォーラム」 

・説明会：12 月 5 日（土） 10 時半～16 時 参加者 53 名 

京都国立博物館平成知新会講堂＋グランドロビー   

3 案件 （１．京都国立博物館 ２．島津製作所 ３．ピーエス） 

・島津製作所「勤続 25 年記念品」330 個制作 （2016 年 3 月 29 日納品） 

漆蒔絵螺鈿ワイングラス・ペア（箱入り・熨斗水引掛け包装で納品） 

作家：表望堂・杉本晃則 

 D.「上賀茂神社特別参拝」 

日時：12 月 5 日（土） 16 時～17 時  

場所：賀茂別雷神社（上賀茂神社）客殿 

参加者：20 名 

参加費：3,000 円 檜皮奉納付 

 E.「鷹峯ナイト」 

日時：12 月 5 日（土） 18 時半～21 時 

参加者：60 名 

参加費：3,000 円 

F.メインシンポジウム「100 年後に残る工芸のために」 

  日時：12 月 6 日（日）13：00-16：30 

  場所：京都国際会館 A ルーム（京都市左京区宝ヶ池） 

参加者：250 名 



   ④京都府からの委託調査 

 「伝統産業生産基盤の維持確保に関する実態調査」 

1．調査対象 

（１）各自治体の施策状況 

47 都道府県工芸担当者への調査票送付およびヒアリング 

各自治体に伝統産業関連の生産基盤維持発展を担当する窓口を尋ね、連絡の 

上、調査票を送付した。経済産業省もしくは県などが定める「伝統的工芸品」指定 

外の工芸の地域産品も併せての回答を求めた。 

        （２）枯渇材料・用具・部品等についての状況 

都道府県が工芸に関する施策を行っていると例示した市町村 2 団体を調査対象と 

した。 

  2．調査期間 

2016 年 2 月 1 日~2016 年 3 月 28 日 

  3．回収数・回答数および回答率 

自治体（都道府県）電話回答 25 団体 調査票回答 19 団体  

計 34 団体（46 団体中）が回答 

（市町村） 2 団体 

＊合計 36 団体回答をもとに報告書作成、京都府に提出した。 

 

３．広報活動 

 ホームページの拡充を図った。 

 

４．会員数    （平成 28 年 6 月 7 日現在） 

 個人会員 37 名 

 法人会員 11 社 

 賛助会員  3 社 

 


